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奈良県脱炭素・水素社会推進協議会 設立総会奈良県脱炭素・水素社会推進協議会 設立総会
　令和７年７月29日（火）、午後２時から、奈良春日野国際フォーラム甍において、奈良県脱炭素・水素
社会推進協議会設立総会が開催されました。
　同協議会会長の山下 真奈良県知事が、「毎日、35度を超える暑い日が続いており、地球温暖化がいよい
よ私達の身近な生活に差し迫っているということを本当に感じない日は無いくらいです。県庁には既に脱
炭素・水素社会推進本部を立ち上げ、奈良県庁としての取り組みは既に実施しているが、県庁だけで取り
組んでも、脱炭素という取り組みは、広がるものではありません。今回、100を超える個人、団体の皆さ
んに参加をお願いしたところ、一つも断られることもなく、承諾をいただきました。人類が直面する、地
球温暖化と脱炭素の取り組みについて、国の取り組みと歩調をあわせる形で遂行していきたいと考えてい
ます。今後とも、当協議会の活動に、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。」と、設立の
挨拶をされました。
　続いて、芦名秀一 国立環境研究所 社会システム領域脱炭素対策評価研究室長から「地球温暖化の現状
および将来予測について」、水野文人 株式会社日本政策投資銀行 産業調査部調査役から「産業特性を活
かしたカーボンニュートラル戦略」をテーマに講演が行われました。
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▲写真前列左から 森島和洋 奈良県バス協会長、塚本哲夫 奈良県トラック協会長、１人おいて池田英憲 奈良県タクシー協会長

▲会長　山下 真 奈良県知事▲写真左から２人目 藤野良次 奈良県議会議員 奈良県議会副議長
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「二月堂本堂内の万灯明」
毎月17日は観音様の縁日で、特に旧暦８月17日は「十七夜（じゅうしちや）」と呼ばれ、昔から
各地の観音霊場で様々な法要や催しが行われてきた。東大寺の二月堂でも、毎年９月17日、堂
内に万灯明をともし、本堂周辺にも万灯籠を配置して「十七夜」の法要をお勤めしている。
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日時：令和７年８月５日㈫ 午後０時30分～
場所：奈良県トラック会館　２階　会議室
理事総数　29名　出席　20名　欠席　９名

第 3 0 1 回 　 理 事 会第 3 0 1 回 　 理 事 会

常任委員等を選任
　理事会の冒頭、塚本哲夫会長
があいさつ。「５月に役員改選
をして初めての理事会。新任の
理事、引続きの理事、監事さん
２年間よろしくお願いしたい。
奈良県トラック協会は事故防
止、交通安全への取組み、環境

問題への取組み、災害時の緊急
輸送体制の確立を最重要課題と 
して運営している。今年度も変
わらず、継続していく。事故防
止に関しては飲酒運転根絶のセ
ミナーや車輪脱落の対策セミ
ナーがあり、若手運転手の確 

保、外国人ドライバーの採用、
未払い残業対策セミナーなど実
務的にお役に立てるよう部会や
支部と連携して進めていきた
い」と述べ、審議に入りました。

▪（株）ユーエムロジ
大和郡山市筒井町747-1-303

▪（株）岡田商店
奈良市月ヶ瀬石打141

新たに２社入会されました

審議事項は、次の通りです。

議　事

⑴�　相談役の委嘱について　廣
瀬久雄理事が６月に藤俊運輸
㈱の社長を退任し、会長に就
任。協会理事を21年間勤める
など協会への多大な貢献があ
り、塚本会長が相談役に推薦 
⇒　承認

⑵�　常任委員会委員の選任（案）
について　⇒　承認

⑶�　協会の人事及び事務局組織
規程の一部変更（案）につい
て　総務課を総務・情報処理
課に変更。９月１日付けで大
西係長を課長に昇進させ、上
村総務課長、大西情報処理課
長とする。　⇒　承認

⑷�　会員の入会（案）について 
⇒　承認（２社入会で会員総
数は520社）

3



出席されたのは次のみなさんです（社名・敬称略）

会長＝塚本　副会長＝中・萩原・西川（直）・吉岡（幹）　監事＝阪井・東口・壷井　専務理事＝中林　
常務理事＝松村　理事＝谷口・辰巳（裕）・山口（秀）・奥田・辰巳（貴）・森本・西川（武）・櫻本・鳥山・
原口・岸元・山口（滋）・笠見

報告事項は、次の通りです。

⑴�　第30回全国トラック運送事
業者大会について　10月15日

（水）に新潟市朱鷺メッセ新
潟コンベンションセンターで
開催されるとし、22名が出席
する予定であることを報告。

⑵�　使用貸借契約書締結につい
て（奈良交通自動車教習所、
奈良県警察）講習で使用する
DVDを無償で貸し出すと事
務局から報告した。

⑶�　優秀運転者顕彰受章候補者
（金・銀十字章）の推薦につ
いて　10社18名（金十字章４

名、銀十字章14名）を推薦す
ると報告した。

⑷�　2025年度貨物自動車運送事
業安全性評価事業の申請受付
について全国で7504事業所の
申請が受理され、県内から46
事業所の申請があり、本年12
月中旬に認定結果が公表され
ると報告。

⑸�　委員会報告について（交付
金運営）令和７年度近代化基
金融資推薦状況について報告
した。

⑹�　各種助成金の執行状況につ

いて事務局から報告。
⑺�　その他　協会の広報事業に

ついて　奈良県トラック協会
のCMを劇場版「鬼滅の刃　
無限城編」の上映館２館で、
７月後半２週間放映した。費
用は全国統一広報事案として
全ト協に申請すると報告。
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日時：令和７年８月５日㈫ 午後１時～　
場所：奈良県トラック会館　２階　会議室
出席者：総 務 委 員 会：塚本会長、委員８名(萩原担当副会長は委員に含む)
　　　　環 境 対 策 委 員 会：委員６名（塚本会長、吉岡担当副会長は委員に含む）
　　　　災害時緊急対策委員会：委員６名（塚本会長、西川担当副会長は委員に含む）

令和７年度令和７年度 第２回総務委員会・ 第２回総務委員会・
第１回環境対策委員会・第１回環境対策委員会・

第１回災害時緊急対策委員会第１回災害時緊急対策委員会

各委員会　委員長・副委員長が下記の通り選出されました。
　　■総務委員会
　　　　委員長　　山口秀人 氏【㈱山口商事】

　　　　副委員長　中谷真介 氏【㈱メンテナンス・コシバ】

　　■環境対策委員会
　　　　委員長　　櫻本貴大 氏【下市合同貨物自動車㈱】

　　■災害時緊急対策委員会
　　　　委員長　　吉岡正樹 氏【さくら商事㈱】
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日時：令和７年７月18日㈮ 午前10時30分～
場所：奈良労働局 別館会議室

令和７年度　奈良労働局安全衛生表彰式令和７年度　奈良労働局安全衛生表彰式

　令和７年度安全衛生に係る奈良労働局長表彰式が開催され、（株）竹中工務店大阪本店ニチアス王寺工
場新第３号棟増築工事が優良賞、（株）精和工業所奈良工場が奨励賞、植田良壽 公益社団法人奈良県労働
基準協会 前会長が功績賞を受賞されました。
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▲式辞 / 石崎琢也 奈良労働局長

▲来賓祝辞 / 森島和洋（公社）奈良県労働基準協会会長



奈良県 尾﨑俊之 危機管理監に報告奈良県 尾﨑俊之 危機管理監に報告
　令和７年８月１日（金）、塚本哲夫会長が、関係自治体に災害啓発用冊子（警戒レベル４ 避難指示まで
に必ず避難　風水害・土砂災害から身を守ろう）を届けたことを、奈良県尾﨑危機管理監に報告しました。
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▲尾﨑危機管理監（写真右）



奈良県警察本部警備部へ災害対策啓発冊子奈良県警察本部警備部へ災害対策啓発冊子
　令和７年８月６日（水）、奈良県トラック協会は、奈良県警察本部警備部に災害対策啓発冊子「警戒レ
べル４　避難指示までに必ず避難　風水害・土砂災害から身を守ろう」を持参、県内への配布状況につい
て説明しました。
　当日は、井澤敏和 警備部長が対応され、「災害への備えは大事なことであり、各警察署において、いろ
いろな機会に配布するなど、有効に活用させていただきます。」と、謝意を述べられました。
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日時：令和７年７月26日㈯ 午後３時45分～
場所：春日ホテル（奈良市登大路町）

奈良県トラック協会 奈良支部会奈良県トラック協会 奈良支部会

　奈良支部（塚本哲夫 支部長）
は春日ホテルで奈良県トラック
協会 奈良支部会を開催しまし
た。支部会では塚本支部長が開
会のあいさつ。その後、理事会
報告と今後の支部活動予定の説

社山口達也 代表取締役の山口
達也氏による「飲酒運転撲滅～
何故飲酒運転をしてしまうのか
～」の講演がありました。

明があり、９月の交通安全県民
運動の街頭活動、10月に石川県
トラック協会へ災害お見舞いに
訪問する計画等について了承さ
れました。
　なお、支部会の前に、株式会
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▲支部会



参議院議員　司 隆史 氏来訪参議院議員　司 隆史 氏来訪
　令和７年８月19日（火）、公明党の参議院議員　司 隆史（つかさ たかし）氏と公明党奈良県本部奈良
県議会議員の大国正博 代表、藤田幸代 副幹事長が来訪されました。
　８月29日（金）に開催される「政策要望懇談会」について話がありました。
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▲写真右から、司 隆史参議院議員、大国代表、藤田副幹事長



奈良運輸支局からのお知らせ

【Ｇメンからのお願い】 荷主等に関するお困りごとは、是非目安箱に投稿してください。
(例)  ”いつも荷待ちをさせられる”,”こんな作業までさせられている”,”運賃交渉に応じない”

（ご提供している情報（一部））
・改正物効法(努力義務に関する判断基準)、改正トラック法(契約文書化等)に関する最新情報
・各省報道発表資料の中から物流に関する情報をまとめてご紹介。
・各トラック運送事業者、荷主事業者等参加者の問題意識共有・取組事例ご紹介。など
運賃交渉に活用いただける資料なども提供しています！

開催日時：令和7年9月26日(金) 10:00,15:00（同日２回開催）

事前アンケートを実施しています
【主な質問】（荷主に対して）トラックドライバーに要請している作業内容、依頼する理由

（トラック事業者に対して）今収受している運賃は標準的運賃の何割？
※参加される前にアンケートに是非ご協力ください！

直接参加用
二次元バーコード

(今月のNEWS)

目安箱
投稿用
二次元
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

トラック物流問題解決に向けた
オンライン説明会【第26回】開催

国土交通省トラック荷主特別対策室主催

改正トラック法(令和7年6月11日公布)に基づいた運送委託書面交付義務

① ： 第12条の規定に基づく書面交付（真荷主⇔トラック事業者・利用運送事業者）
② ： 第24条の規定に基づく書面交付 (トラック事業者・利用運送事業者 ⇒ トラック事業者・利用運送事業者）

＜パターン１：貨物自動車運送事業者のみが運送を受託しているケース＞

＜パターン２：荷主から運送を受託しているのが貨物利用運送事業者であるケース＞

（1）利用運送事業者が元請事業者として荷主と運送契約を結び、相互書面交付、さらに運送委託する事
業者に対し利用運送の書面交付。

（2）運送委託を２次請けまでとする努力義務。

※赤字・赤枠が変更点

近畿運輸局からのお知らせ
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詳細は（公社）全日本トラック協会のホームページをご覧ください。

◆全日本トラック協会ホームページ
　HOME > 会員の皆様へ > 調査・研究 > トラック運送業界の景況感（速報）
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　　2025 年 6 月 　単純集計表 地区：近畿／県（沖縄除）　：全県

スタンド平均 ローリー平均 カード平均

126.50 110.54 121.20

　　2025 年 6 月 　元売別集計表 地区：近畿／県（沖縄除）　：全県　

元売名 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

ENEOS 126.52 109.23 122.94

出光昭和シェル 143.50 113.97 114.00

キグナス 110.50

コスモ 113.75 110.71 122.75

その他 122.22 110.16 120.89

　　2025 年 6 月 　月間購入量別集計表 地区：近畿／県（沖縄除）　：全県　

月間購入量 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30キロリットル未満 130.43 110.73 122.09

30～50キロリットル未満 110.05 114.37

50～100キロリットル未満 118.66 109.35

100キロリットル以上 118.60 110.12 131.10

　　2025 年 6 月 　支払期限別集計表 地区：近畿／県（沖縄除）　：全県　

支払期限 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30日未満 110.65 119.73

30～60日未満 125.53 110.14 121.54

60日以上 146.00 113.30

　　軽油価格推移表 地区：近畿／県（沖縄除）　：全県　

スタンド平均 ローリー平均 カード平均

2025年２月 133.38 121.07 128.77

2025年３月 134.57 123.41 130.73

2025年４月 136.28 125.44 133.65

2025年５月 133.53 118.51 128.53

2025年６月 126.50 110.54 121.20

※消費税抜きの価格となります。

令和７年７月25日現在

（公社）全日本トラック協会

軽油価格調査集計表（2025年６月）
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飲酒運転の根絶を目指して

最終改訂　2025.6

初版　2007.6

      通信機器と接続するアルコール検知器を用いる場合にあって 

    は、当該測定結果を営業所に伝送させる方法）で報告させる

　　とともに、アルコール検知器の使用の有無及び酒気帯びの有

　　無を点呼簿に記録する。

（３）点呼内容を充実・強化する。

　　・点呼執行者と運転者との物理的距離（起立位置・足型表示

　　　等）の見直しを行い、運転者の顔色、呼気の臭い、応答の

　　　声の調子等目視でも酒気帯びの有無を確認する。

　　・乗務前の「飲酒の有無・量・飲酒後経過時間・睡眠状況・

　　　体調等」を運転者から自発的に報告するよう改善する。

　　・乗務終了後の酒気帯びの有無の確認を徹底する。

（４）点呼の執行体制を強化する。

　　・運行管理者と運行管理補助者との業務に見合った運行管理

　　　体制及び連携体制を確立し、厳正な点呼を実施する。

　　・照明等点呼執行場所の環境改善に努める。

（５）酒気帯びが確認された運転者に対しては、乗務禁止を命じ

　　る。なお、帰庫時等において酒気帯びが確認された場合は厳

　　正な処分を行う。

５．アルコール検知器の使用の徹底等（運行管理者等）
（１）アルコール検知器を営業所ごとに設置し、必要に応じ携帯 

　　型アルコール検知器等を備え置き、又は営業所に属する事業

　　用自動車に設置するものとする。

（２）アルコール検知器は呼気中のアルコールを検知し、その有

　　無又はその濃度の警告音、警告灯、数値等により示す機能を

　　有するものを備え付けるものとし、アルコールを検知して原

　　動機が始動できないようにする機能（アルコールインターロ

　　ック）を有するものを含む。

（３）アルコール検知器は、常時有効に保持（正常に作動し、故

　　障がない状態）しなければならない。このため、アルコール

　　検知器の製作者が定めた取扱説明書に基づき適切に使用し、

　　管理し及び保守するとともに、次の基準により定期的に故障

　　の有無を確認し、故障がないものを使用する。

  　①　毎日確認すべき事項（アルコール検知器を運転者に携行

　　　させるか、又は事業用自動車に設置されているアルコール

　　　検知器を使用させる場合は、運転者の出発前に行う。）

　　　ア）アルコール検知器の電源が確実に入ること。

　　　イ）アルコール検知器に損傷がないこと。

　　②　毎日確認することが望ましく、少なくとも１週間に１回

　　　以上確認すべき事項（アルコール検知器を運転者に携行さ

　　　せるか、又は事業用自動車に設置されているアルコール検

　　　知器を使用させる場合は、運転者の出発前に行う。）

　　　ア）確実に酒気を帯びていない者が当該アルコール検知器

　　　　　を使用した場合に、アルコールを検知しないこと。

　　　イ）洗口液、液体歯磨き等アルコールを含有する液体又は

　　　　　それをうすめたものをスプレー等により口内に噴霧し

　　　　　た上で、当該アルコール検知器を使用した場合に、ア

　　　　　ルコールを検知すること。

（４）アルコール検知器を運転者に貸し出して個々の運転者のア

　　ルコール濃度がどの程度の時間経過により平常値に戻るかを

　　自覚させ、アルコールによるリスクを認識させる。

６．情報提供および理解を求めるための措置（事業者等）
　　各事業者ごとの飲酒運転防止対策の実施状況や飲酒運転根絶

　のための決意表明等を事業者の社内誌及び各都道府県トラック

　協会の広報誌に掲載して社内外に理解を求める。

１．従業員及び家族に対する積極的な指導・啓発活動の実施 

　  （事業者、運行管理者等）
（１）道路交通法、貨物自動車運送事業法等関係法令や飲酒によ

　　る影響・弊害等を再確認させるための資料作成・研修等飲酒

　　運転防止教育を積極的に行い、問題意識の共有を図るととも

　　に従業員に必要な対策等の提言を求める。

（２）飲酒運転を根絶させるため、飲酒習慣や体質改善、勤務時

　　間外の飲酒について事業者が手紙等で家族への協力要請を積

　　極的に行う。

（３）労働組合、従業員との協力体制を強化する。

（４）アルコール依存症検査の円滑化を図るため、スクリーニン 

      グ検査の実施要領や、依存症の疑いとなった運転者は運行管

      理者に報告を求めることなどを規程に盛り込む。また、検査  

      費用や、治療費などの負担方法、乗務可否判断についても、

    　運転者などの意見も参考とするなど、プライバシーにも配慮

　　した規程とする。

２．飲酒に関する規制の強化（事業者、運行管理者等）
（１）勤務に支障を及ぼす恐れのあるような飲酒を禁止する。

　　・勤務時間前は飲酒を禁止する。なお、飲酒後8時間を経過 

　　　すればアルコール血中濃度が必ず平常値に戻るものではな

　　　いことの指導を徹底する（年令、体質、体調、飲酒量によ

　　　り個人差がある）。

　　・勤務中（休憩、仮眠、フェリー乗船中等を含む。)における

　　　飲酒を禁止する。

（２）飲酒運転に関する懲戒処分を強化する。（社内懲戒処分規

　　定の制定・改正等）

３．運転者の飲酒状況等に係る実態の把握（事業者、運行管　

　理者等）
（１）管理者による個別面談、自己申告等により個々の運転者の

　　飲酒実態を把握する。また、健康診断結果を積極的に活用す

　　る。

（２）運転者本人の了解のもとに運転記録証明書を年1回取得し、

　　飲酒運転の違反歴が新たに発見された運転者に対しては社内

　　処分を行うとともに厳正な指導を行う。

（３）飲酒傾向に問題がある運転者を管理者が把握した場合、直

　　ちに乗務停止を行うとともに専門医によるカウンセリング等

　　適切な処理を講じる。

　（内閣府のホームページから交通安全対策の飲酒運転根絶対策

　　を参照等）

　　　　

４．厳正な点呼の実施（運行管理者等）
（１）出庫時・帰庫時の点呼においては対面による点呼を確実に

　　実施して酒気帯びの有無を報告させるとともに、アルコール

　　検知器により測定させ、アルコール検知器の使用の有無及び

　　酒気帯びの有無を点呼簿に記録する。また、酒気帯びの有無

　　の判断は道路交通法施行令第44条の３に規定する血液中のア

　　ルコール濃度0.3mg/ℓ又は呼気中のアルコール濃度0.15mg/ℓ

　　以上であるか否かを問わないものとする。なお、酒気帯びが

　　確認された場合は、（５）による措置をとる。

（２）対面による点呼が出来ない場合において、点呼を行う場合

　　は、運転者にアルコール検知器を携行させ、又は事業用自動

　　車に設置されているアルコール検知器を使用させ、点呼時に

　　酒気帯びの有無をアルコール検知器を用いて測定させ、その

　　結果を電話その他の方法（通信機能を有し、又は携帯電話等

平成18年12月１日　作成
令和６年10月１日　改訂

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目 2番 5  TEL.03-3354-1009( 代 )

 ホームページ　https://jta.or.jp
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トラックが無人暴走に至った原因を分析すると、トラックが動き出す可能性が
ある状態（パーキングブレーキを使用しなかった、緩かったなど）で降車したことが大半でした。
その一方で、ギアロックやパーキングブレーキ、輪止め、タイヤチェーンの装着など
適切な措置を行っていても、降雪した坂道で逸走した例もありました。

事
１
例

事
２
例

坂道で動き出した無人トラックを
止めようとして轢

ひ

かれる（死亡災害）

積雪路面で無人トラックが動き出し
住宅ガレージの支柱に挟まれる（死亡災害）

4

　被災者（ドライバー）は、傾斜のある道
路（７〜９度）に駐車させていた無人のト
ラックが後ろに動き出したため、止めよう
として運転席に乗り込もうとしましたが、
振り落とされた結果、トラックと石垣との
間に挟まれました。なお、トラックを駐車
させた際、エンジンは停止されていました
が、トラックのパーキングブレーキは緩く、
ギアロックがされていなかったために、適
切にブレーキが利いていない状態でした。

　積雪し、傾斜のある道路（約10度）
に停車させていた無人のトラックが
前方に動き出したため、トラックの前
にいた被災者（ドライバー）がトラッ
クに押しやられ、住宅ガレージの支柱
との間に挟まれました。なお、駐車時
にはパーキングブレーキが適切に使
用されていたほか、エンジンが停止さ
れ、ギアロックもされており、タイヤ
にはチェーンも装着されていました。

トラックの
無人暴走による
死亡災害

％15.8

18

資
料
編

陸災防から

陸
災
防
か
ら

重大な労働災害を防ぐためには
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降車時には必ず逸走防止措置（「パーキングブレーキ→エンジン
停止→ギアロック→輪止め」の4点セット）を実施しましょう

逸走した事例の多くは、適切な逸走防止措置が取られていなかったことで発生
しています。ドライバーが降車する場合は平坦な場所にトラックを駐車させる
ようにするとともに、逸走防止措置の4点セットを確実に行ってから車を離れ
るようにしましょう。なお、寒冷地での待機中にエンジンをかけたままで車か
ら離れた際に被災した事例もありましたので、十分に注意が必要です。

▶労働災害を防ぐためのポイント！

パーキングブレーキ

ギアロック

エンジン停止

輪止め

対 策

 トラックの停車、ドライバーの降車、トラック内
での待機について、作業手順を定めましょう

 停車時にトラックが動き出しても、止めるために
車に近付くことは厳禁とし、周囲への警告を発
しましょう

 降雪・凍結した坂道（わずかな傾斜も含む）では
原則として、停車させないようにしましょう

その他、事業者・作業者は次のような対策を講じましょう

ひ と こ と
アドバイス
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陸災防からのおしらせ
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「資料提供　公益財団法人 交通事故総合分析センター」

（一般貨物）自転車に気を取られた軽貨物車と歩行者の事故

事業用自動車事故事例 №121



Ｋ Ｉ Ｔ 事 業 の 案 内
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「適正化事業・巡回指導報告書」  

奈良県貨物自動車運送適正化事業実施機関 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

令和７年７月実施結果  

調査事項 調査件数 指導件数 指導率 
 

Ⅰ.事業計画等 

 １．主たる事務所及び営業所の名称、位置に変更はないか。 17 0 0.0%  
 ２．営業所に配置する事業用自動車の種別及び数に変更はないか。 17 1 5.9%  
 ３．自動車車庫の位置及び収容能力に変更はないか。 17 1 5.9%  
 ４．乗務員の休憩・睡眠施設の位置、収容能力は適正か。 17 0 0.0%  
 ５．乗務員の休憩・睡眠施設の保守、管理は適正か。 17 0 0.0%  
 ６．届出事項に変更はないか。（役員・社員、特定貨物に係る荷主の名称変更等） 12 0 0.0%  
 ７．自家用貨物自動車の違法な営業類似行為（白トラの利用等）はないか。 17 0 0.0%  
 ８．名義貸し、事業の貸渡し等はないか。 17 0 0.0%  

Ⅱ.帳簿類の整
備、報告等 

 １．事故記録が適正に記録され、保存されているか。 5 0 0.0%  
 ２．自動車事故報告書を提出しているか。 0 0 0.0%  
 ３．運転者台帳及び従業員台帳が適正に記入等され、保存されているか。 17 0 0.0%  
 ４．車両台帳が整備され、適正に記入等されているか。 17 0 0.0%  
 ５．事業報告書及び事業実績報告書を提出しているか。（本社巡回に限る） 12 4 33.3% ② 

Ⅲ.運行管理等 

 １．運行管理規程が定められているか。 17 0 0.0%  
○ ２．運行管理者が選任され、届出されているか。 17 0 0.0%  
 ３．運行管理者に所定の研修を受けさせているか。 17 2 11.8%  
 ４．事業計画に従い、必要な員数の運転者を確保しているか。 17 0 0.0%  
○ ５．過労防止を配慮し、適正に管理されているか。 17 5 29.4%  
 ６．過積載による運送を行っていないか。                         ☆ 17 0 0.0%  
○ ７．点呼の実施及びその記録、保存は適正か。 17 0 0.0%  
 ８．乗務等の記録（運転日報）の作成・保存は適正か。 17 0 0.0%  
 ９．運行記録計による記録及びその保存･活用は適正か。            ☆ 16 1 6.3%  
 10．運行指示書の作成、指示、携行、保存は適正か。 1 0 0.0%  
○ 11．乗務員に対する輸送の安全確保に必要な指導監督を行っているか。 17 1 5.9%  
○ 12．特定の乗務員に対して特別な指導を行っているか。 13 6 46.2% ① 
○ 13．特定の乗務員に対して適性診断を受けさせているか。 13 4 30.8% ③ 

Ⅳ.車両管理等 

 １．整備管理規程の制定及び整備管理業務がなされているか。 17 0 0.0%  
○ ２．整備管理者が選任され、届出されているか。 17 0 0.0%  
 ３．整備管理者に所定の研修を受けさせているか。 17 3 17.6%  
 ４．日常点検基準を作成し、これに基づき点検を適正に行っているか。 17 0 0.0%  
○ ５．定期点検及びその保存がされているか。 17 4 23.5%  

Ⅴ.労基法等 

 １．就業規則が制定され、届出されているか。 9 0 0.0%  
 ２．３６協定が締結され、届出されているか。 15 0 0.0%  
 ３．労働時間、休日労働について違法性はないか。（運転時間を除く） 17 0 0.0%  
○ ４．所要の健康診断を実施し、その記録・保存が適正にされているか。 17 2 11.8%  

Ⅵ.法定福利 
 １．労災保険・雇用保険に加入しているか。 16 2 12.5%  
 ２．健康保険・厚生年金保険に加入しているか。 17 1 5.9%  

Ⅶ.運輸安全 
マネジメント 

 １．運輸安全マネジメントの実施は適正か。 17 5 29.4%  

指 導 件 数 合 計 571 42 7.3%   

（注）○…重点指導項目 ☆…霊柩は項目から除外  
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ その他 合計 

通常 ７件 ５件 ４件 １件 件 件 １７件 
新規参入 件 件 件 件 件 件 件 
新規(他) 件 件 件 件 件 件 件 
特別(労) 件 件 件 件 件 件 件 

特別(他) 件 件 件 件 件 件 件 
総合 ７件 ５件 ４件 1 件 件 件 １７件 

 

令和７年７月実施状況 

計画件数 実施件数 

１８件 １７件 

 

実施件数合計 

７９件 

 

令 和 ７ 年 度 月 別 実 施 件 数 
実施月 件 数 実施月 件 数 実施月 件 数 
４月 ２２件 ８月 件 １２月 件 
５月 １９件 ９月 件 １月 件 
６月 ２１件 １０月 件 ２月 件 
７月 １７件 １１月 件 ３月 件 
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適正化事業・巡回指導報告書（令和７年７月)



ト ラ ッ ク の 構 造 上 の 特 性
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トラック協会・陸災防奈良県支部

９月の行事(予定)表
日 曜 時　　間 行　　　　　事 場　　所

２ 火 13：0０ ～ 第２回交通安全・労災防止対策委員会 奈良県トラック会館

５ 金 13：0０ ～ 第１回適正化実施対策委員会 奈良県トラック会館

９ 火 11：0０ ～ 第１回広報委員会 奈良県トラック会館

10 水 14：0０ ～ 奈良運輸支局　運行管理者表彰式 奈 良 運 輸 支 局

13 土 ９：00 ～ 小型移動式クレーン運転技能講習会【学科】 奈良県トラック会館

14 日 ９：00 ～ 小型移動式クレーン運転技能講習会【学科】 奈良県トラック会館

19 金 13：30 ～ 健康管理セミナー 奈良県トラック会館

20 土 ８：３0 ～ 小型移動式クレーン運転技能講習会【実技】 奈良県トラック会館

21 日 ９：３0 ～ トラックの日PR活動 近鉄奈良駅前行基広場

10月の行事(予定)表
日 曜 時　　間 行　　　　　事 場　　所

２ 木 13：30 ～ 省エネ運転講習会 奈良県トラック会館

８ 水 13：30 ～ 荷役作業安全ガイドライン説明会 奈良県トラック会館

15 水 第30回全国トラック運送事業者大会 朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター

24 金 13：00 ～ 第51回奈良県産業安全衛生大会 かしはら万葉ホール

28 火 13：30 ～ 車輪脱落事故防止対策セミナー 奈良県トラック会館
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近近畿畿共共済済はは、、組組合合員員ののみみななささままとと一一体体ととななっってて事事故故防防止止にに努努力力ししてていいまますす  

近近 畿畿 共共 済済 のの自自 動動 車車 共共 済済 ･･自自 賠賠 責責 共共 済済 ををごご利利 用用 くくだだささいい  
ごご契契約約ののおお問問いい合合わわせせ・・おお申申しし込込みみはは、、奈奈良良事事務務所所  ００７７４４２２－－９９００－－００５５１１００ままでで  

事事故故防防止止機機器器購購入入（（リリーースス））ににかかかかるる経経費費のの一一部部助助成成をを実実施施ししまますす  

当組合では本年度も昨年度に引き続き、事故防止推進のために事故防止機器の普及促進を
図るため、購入（リース）にかかる経費の一部を助成いたします。 
1．助成対象 
自動車共済契約組合員 

2．実施期間︓令和 7年 8月 1日から令和 8年 2月 28日まで 
全機器とも、令和 7年 1月 1日以降に導入した機器が対象となります。 
トラック協会の助成との重複利用も可能です。 
期間中であっても助成総額の限度に達した時は、その時点で受付を終了いたします。 
終了のお知らせは、当組合ホームページに掲載いたしますので、ご確認ください。 

3．助成内容 
対象機器 対象条件 助成金額 助成台数 

ドライブレコーダー 
（ドラレコ単体） 

全ての機器 

・10,000円未満 
︓購入金額と同額 令和 7 年 3 月末の自

動車共済契約台数に
基づきます（下記※区
分別助成台数表参
照）。 

デジタルタコグラフ 
（デジタコ単体） 

・10,000円以上 
300,000円未満 
︓10,000円 

ドラレコ・デジタコ 
（一体型） 

・300,000円以上 
︓30,000円 

後方確認センサー 
（トラックソナー） 

購入金額 50,000円以上 
購入金額の半分 
※1台あたりの上限 
︓100,000円 

1社につき 3台まで 

※【区分別助成台数表】 
 
 
 
 
 

 
 
 

4．申請方法 
申請方法および申請必要書類については、当組合のホームページをご確認ください。 
（https://www.kinkyo.or.jp） 
おお申申込込みみ、、おお問問合合わわせせはは事事故故防防止止課課  TTEELL  ００６６－－６６９９６６５５－－２２８８２２６６  

区分 
自動車共済契約台数 
（令和 7年 3月末） 

助成台数 

Ａ 100台以上 30台まで 
Ｂ 50台～99台 25台まで 
Ｃ 30台～49台 20台まで 
Ｄ 11台～29台 10台まで 
Ｅ 6台～10台 5台まで 
F 1台～5台 自動車共済契約台数 

近畿交通共済からのお知らせ
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近畿共済安全通信
2025.09

９月は台風のシーズンで視界不良・スリップ・冠水による事
故が増えます。スピードの出しすぎ・ハイドロプレーニング現
象にも注意が必要です。また、雨だけではなく強風により車体
があおられることも予想されます。
その際の対応方法について解説します。

✓ハンドルをしっかりと握る
ハンドルをしっかりと握り、
横風で車が流されないようにす
るとともに、スピードを落とし
ましょう。特に橋の上やトンネ
ルの出入り口付近などは強風が
吹きやすいので、一層の注意が
必要です。

✓飛来物に注意
強風時は、紙やビニール袋な
どが空に舞い上がったり、そう
した飛来物がフロントガラスを
覆ったりして、視界が突然奪わ
れることがあります。こんな時
は、慌てて急ブレーキを踏まず、
徐々に減速しながら車を左端に
寄せて止め、飛来物を取り除き
ましょう。

！！日替わり動画配信中！！
毎日違う動画を配信中！
１２０本収録しています。
ご入用の際は近畿共済迄
ご連絡ください！

近畿交通共済協同組合
事故防止課 まで！



　

運
動

１１ 県県内内のの交交通通事事故故発発生生状状況況

２２ 県県内内のの事事業業用用貨貨物物自自動動車車がが関関係係すするる交交通通事事故故発発生生状状況況

交通事故による死者

が１ 人となっていま

す。安全運転を心掛

けてください。

奈奈 良良 県県 警警 察察 本本 部部 かか らら

（日）～ ９ ３０（火）まで

県内統一デー
日） 歩行者の安全な道路横断方法等の実践

と反射材用品や明るい目立つ色の衣服等の着用推
進デー 【全国重点】

６（金） ながらスマホや飲酒運転等の根絶と
夕暮れ時の早めのライト点灯やハイビームの活用
推進デー 【全国重点】

２（月） 自転車・特定小型原動機付自転車の
交通ルールの理解・遵守の徹底とヘルメットの着
用推進デー 【全国重点】

（火） 交通事故死ゼロを目指す日 【全国一
斉】

8月１５日現在

件 件 件 １日あたり約 件

件 件 件 １日あたり約 件

死者数 人 人 人 約１５日に 人

負傷者数 人 人 人 １日あたり約 人

件 件 件 １日あたり約 件物件事故件数
※令和７年の件数、死傷者数は概数です。

区　　分

人身事故件数

総件数

令和７年 増減数 備　　考前年同期

件 件 件

件 件 件

死者数 人 人 人

負傷者数 人 人 人

件 件 件物件事故件数

区　　分

人身事故件数

前年同期

※令和７年の件数、死傷者数は概数です。

総件数

８月１５日現在

増減数令和 年

運 動 の 重 点
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奈良県警察本部からのお知らせ



日時：令和７年８月18日㈪ 午後２時～
場所：奈良運輸支局　２階　会議室

令和７年度　自動車整備士等近畿運輸局奈良運輸支局長表彰式令和７年度　自動車整備士等近畿運輸局奈良運輸支局長表彰式

　多年にわたり自動車の整備業
務に精励し車両保安の向上に寄
与したとして奈良県トラック協
会から桜井運送（株）の辻莅貤
氏（もとのぶ）氏、奈良県自動

車整備振興会から（株）西本自
動車商会の的場浩之氏の２名が、
近畿運輸局奈良運輸支局長表彰
を受賞されました。式典では表
彰状授与のあと奈良運輸支局の
竹内弘明支局長が「お二人が長
年培われてきた豊富な知識、す
ぐれた技能は日本の自動車社会
の宝物であり、後輩の指導、育
成にご尽力いただき、自動車業
界のさらなる発展に寄与される

ことを願っている」と祝辞を述
べました。また来賓を代表して

（一社）奈良県自動車整備振興
会の海保力也会長は「将来的に
更なるデジタル化や先進技術の
導入が進むことが予想される中

で、業界をあげてそれらの課題
に対応していけるよう努めてま
いりたい」と業界の課題とお祝
いの言葉を贈りました。

30

▲左から塚本会長、辻 氏、竹内支局長、的場 氏、海保会長（奈良県自動車整備振興会）

▲塚本会長から記念品を受取る辻 氏



奈良県自動車関係団体協議会 第51回通常総会奈良県自動車関係団体協議会 第51回通常総会
　令和７年８月１日（金）、奈良ホテルにおいて、奈良県自動車関係団体協議会（14団体） 第51回通常総
会が行われました。
　協議会の菊池 攻会長（奈良県自動車販売店協会会長）が開会の挨拶、議題の令和６年度事業報告及び
収支決算報告、令和７年度事業計画及び収支予算について諮られ、全て承認されました。
　その後、顧問、来賓が入場され、山下 真奈良県知事、顧問の高市早苗衆議院議員（元経済安全保障担
当大臣、元内閣府特命担当大臣）、竹内弘明近畿運輸局奈良運輸支局長から、挨拶がありました。

31

▲写真右から、谷口義美軽自動車検査協会奈良事務所長、山下 真奈良県知事、菊池会長、高市早苗衆議院議員、竹内奈良運輸支局長

▲写真右から、池田英憲奈良県タクシー協会会長、塚本哲夫奈良県トラック協会会長、菊池会長、森島和洋奈良県バス協会会長、
　海保力也奈良県自動車整備振興会会長
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